
|・Nゲージ用の線路、コントロ→ーなどは、別途ご用意ください。 
い線路、コントロ→ーは、各社のNゲージ規格の製品が共通に使用できます。
州ゲージにおける使用方法は、各社・Nゲージの取り扱い説明書をご覧ください。

|ホ床板前後の穴てYと、 左右2箇所・走行条件によって、牽引できる車両の数は変わります。
力ζp山、ツ州y

(勾配区間や急力一ブのある線形では、牽軒習|できる両数が制限されます。 )

.KATO製の動力ユニットを使用することもできます。 
①機関車用・動力ユニット(スカ トは取り外してください。)

|品番11 ・1ω i ポケットライン用動力ユニット | 
本 EF64o. OF50. 0053など、車体裾の低い車両には装着できません。 

.11-1031立、蝿入時にはカブラーポケットの肉倒にストッパー(プラ小片〉が入っていますので、

必ずストyパーを取り外してから量産着してください。
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'iリーンマ117.:80-2:PS13 直溝.It-'l'タラ7 
ヲリーンマツヲス:80-3:PT42:直草川ン'J'iラ 7 
'iリーンマッヲ7. :80-5 ・ PT43・直茸バン'J'iラ7

ヲロ 2ポイント PT7 1C:シンMアーム・パνタヴラ7

固 くシャシの完成〉
本出来上がった台車の4箇所のツメを床板に通します。 

E諸島?)ポ

|二世用F

ゲージ化周パーツの取り付け方法 *営拡&Ifl絞殺店 l 
*8トレインショーティーは、動力ユニット(別売)を遺産泊することで、 Nゲージの線路上を走行させることができます。

①機関車への動力ユニットの取り付け
.r8トレインショーティー専用・動力ユニット日・機関車用」を使用します。

_.n...'-_~I f7百ヰ書手「丙干。

車体と掴雌固齢定Lます。本哨動蜘

.r8トレインショーティー噂用・走行台車白」を使用します。
*台車部分を外して (床板は付けたまま) 、走行台車をセン9ーピン穴に装着してください。
*台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
*旧世イプ床板では、台車の回転止めピンがあります。 また、初代床板では力プラ 台座

直也 

S812lt薬

輔急型安置漏電車
 

| 共通組み立て説明書

ム注意
お買い上げのお客様へ必ずお読みください。

.本商品の対象年齢は15才以よです。対象年齢宋満のお子様には絶対に与えZ互いでください。
・小さな部晶があります。口の中には絶対に入れないでください。皇患忽どの危険があります。
.韻飲の危険がありますので、3才未満のお子績には絶対に与えないでください。
・ベースメーカーをと使用の方は、マグネット力ブラー{連結器)を身体に近づけないようご
注意ください0

・マグネットカブラ	 (連結器の部昂)は磁石を使用していますので、テレビ・時計・パソコン
などに近づけ芯いでください。磁気で縄能異常が起こる場合があります。

〈組み立てる時の注意〉
・取り付け部を無理な方向に曲げたり引っ張ったりし主主いでください。
・部晶1<1プラスチッフ用ニッパー芯どできれいに切り取りましょう。切り取った後のフズlま播ててください。
・部晶の中には、やむをえ官官、とがった部分がありますので‘気をつけて組み立ててください。
.シール|革、必要な部分を切り扱いて貼ってくだ古い。

・部品の加工の際の刃物、工具芯どのご使用にあたっては、それぞれの取級い説明書をよく
読んで正しく使用してください。 

eNゲージ鉄道模型のパーツなどのご使用にあたっては、それぞれの取級い説明書をよく
読んで正しく使用してください。

《お買い上げのお客様へ》 不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客様相談センター 
'1' 2作B引 柏市豊四季241-22 ナピダイヤル 0570-041-101 
.受付時間 10時-17持 (祝日 、 軍事害事仲薫日を除く)
 

PHS . IP電話容をご利用の方は04-7146-0371 におかけください.


《商品・修理品送付先》 パンダイ 栃木修理・配送センター


干 321-0298 栃木県下都賀郡壬生町おもちゃのまち5-4-67


・宮車時間 10時- 17跨 (士 、 目、祝日、軍事害事悼羅臼を除く ) 電話番号はお害槽椙談センター共通

*床板(シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください。

*台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。 
(追加ウェイトは、走行状況に応じて直周してください. 車肉の空きスペースに、両面テープむどで固定します。)

⑧トレーラー(動力の無い車両}への台車の取り付け 

と車輪止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください。

*台車に取り付けた「台車レリーフ」が走行中に落下しないように、取り付けがゆるい場合
には畿滑剤などを使用して固定してください。
ホスカートのある先頭車に、動力ユエツトや走行台車を取り付ける場合は、スカートを取り
外すか、または台車のカブラ一部分を切り取ってから笹倉して〈た守い。 -パンタグラフの交換

調幹事荷幹織など寧体得にカバーのある車両では、台車レリーフを取り付けできません。 ホお好みのNゲージ用パンヲグラフを別途お買い求めの上、交換してください。 

U 

KATO: 11-401 PS14:薗車パン世ヲラ7 
司ド書種の交換パーツl主、メーカー，形式によって取り付けが跡.'(値い}場合もありますので、それ KATO:11-4ωPS22:直車・下枠費量車パン空タラフ
ぞれ罰聾のうえ取り付けてください。またパーツによっては加工が必要なものもあります。 KATO: 11-404. 11-420 PS16・直車川ン9ヴラ7 

$動力ユニットの豊富着にl主、車種によっては車体制のー侮{ガラス，スカートなど)や、融カユニット
のE草書Eなどを切り取る等の加工が必要な場合があります。 

陣 11-420は‘・a穴が4個由・担に対応Lます. |

このほか、取り付けピンが縦2本方式の、各社・パン告ゲラフを取り付けることができます。 

201G-9R 

二且 ーよ ヰヰ二'-cl刊
烹鍋廿暫鴎且占ヨ |の爪村…、ι

、、奄豆酔戸-一~一一一一『奄詔妥y、一Jム且=邑 

激床板(シャーン)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください。

ホスノープロウは着脱可能です。(力プラーポケ‘ノトの溝に、爪をしっかりと掛けて〈ださい。)

事 EF200， EF210，。関口3などでは、車体畢が轟いためカブラーの首掻りが充分にできません。
量逮運転や、纏小力一ブ， Sカーブ土でl主、建績が不安定な場合がありますのでご注怠くだ定い。

$左右4箇所の爪ψで、車体

と画定します。

本ゆるい場合には、両面子ーブ
などで固定してください。



*取り付け部が固い場合があります。 その場合にはドライバーの

先などを利用して、しっかりと取り付けてください。

本取説に記載されている車両は、バリエーション内の一部です。

正面パーツf 屋根パーツなどは、車種・塗装によってセ‘ノ卜されている 

J \ーツが異なりますのでご注意ください。

一一パンタグラフ 

E司A菅丞;1:1・E 

Ei:J~聖書官11 

> ①左右のガラスの前後にブロックを取り付けます。

本ブロックのよ下の向きに注意して、パチンと奥まではめ込んで

ください。 I ブロック .111から ガラスー・・・圃圃ーガラス| 
~ +:::Il l圃. ..::+ I 

l 下 ・唱‘4・・・・ ‘..・ l
②屋根を取り付けます。 I .. ......~~ 

(J \ン$z付きの車両はパン告グラフを取り付けます。 ) 

③妻板を取り付けます。

(先頭車は後方1 枚、中間車は前後2枚取り付けます。 )

④左右の側面を取り付けます。

⑤シャーシのつめに合わせて車体をかぶせます。

(中間車は完成です。 )

⑥先頭車は前面を取り付けて完成です。

(スカート付きの車両は、先にスカートを前面に取り付けます。) 

( 実車の編成例 )権時期によって、編置や

昭和42年10月・登場当時の編成

屋根 
(ペンチレー空白， ~I配置)
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